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市
附
院
に
よ
る
政
治
を
目
ざ
し
て
い
る
我
泰
子
識
は
、
市
開
慌
の
声
を
も
っ
と
市

放
に
笈
峡
さ
せ
よ
う
と
、
ふ
巾
後
を
か
こ
み
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
窓
悶
却
を
関
〈

，
帝
政
務
総
会
L

を
嗣
聞
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

湯
島
は
、
絡
該
国
鴻
時
十
点
詰
も
行
い
ま
す
。
我
孫
子
市
を
綴
る
良
い
機
会
ぞ
す
。

ど
し
ど
し
ご
参
加
下
さ
い
匂

市畏を

かこんで

市政懇談金

市
民
的
問
を
も
っ
と
中
間
飲
む
反
映
き
織
機
土
木
部
会
け
滋
路
・
務
工
業
・
務
3
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油
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9
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(悶悶〉

wv
議
合
中
央
公
陣
内
線
午
前
9
持

せ
よ
う
と
‘

8
丹
幻
自
を
議
1
同
叫
闘
と
幾
業
な
ど
は
つ
い
て
(
布
佐
・
青
山
誉
会
帯
魚
耐
郎
会
終
水
道
・
下
水
滋
a

曹
応
募
方
法

し
て
指
紋
嗣
抑
制
制
金
を
向
同
〈
こ
と
に
な
り
線

e
N日
C
鐙
設
予
定
地
・
綿
織
改
溺
綴
な
ど
に
つ
い
て
(
ク
リ
ー
ン
セ
官
抑
制
ハ
が
々
に
住
新
・
氏
名
・
年
齢

ま
し
た
a

淡
・
…
弘
樹
整
理
地
な
ど
見
事
)
ン
タ

i
、
鶴
来
処
緩
セ
ン
タ
ー
、
酎
肺
機
業
・
箆
話
番
品
。
.
総
合
的
第
1
希

我
時
柑
子
市
は
、
人
口
が
急
世
に
繍
総
務
2
附
出
合
訪
問
月
4
日
〈
日

)

1

・
2
浄

水

織

な

ど

見

学

)

堂

、

第

2
教
柑
摘
を
明
記
し
て
級
獄
中
4

L
、
学
校
綴
殺
や
コ
ミ
処
灘
総
級
、
滋
文
教
儀
役
務
金
計
学
校
・
総
数
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
、
午
前
削
9
時
拘
分
か
ゐ
同
市
機
W

知
子
1
8
5
8伐
材
悌
子
市
役
所

路
緩
僚
な
ど
に
全
力
を
総
い
で
い
ま
す
は
つ
い
て
(
つ
っ
と
液
・
2

ミ

f
一
時
ま
で
線
設
見
学
金
、
午
後
1
時
か
ら
秘
幾
説
ま
で
榔
滋
し
て
下
さ
い
@

が
、
そ
れ
で
も
、
殺
伐
の
多
微
な
闘
病
求
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
子
総
地
・
湖
北
散
策

3
時
加
分
ま
で
つ
っ
と
設
で
市
税
制
郡
鱗
各
部
会
品
、
総
良
部
名
で
、
出
品
燃
は

に
は
、
対
応
し
事
れ
ず
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
小
学
校
'
幾
晴
樹
学
校
受
滋
ぬ
な
ど
闘
昂
会
主
」
引
い
ま
す
。
な
り
次
第
緒
明
り
ま
す
の
て
お
早

ン
間
協
み
を
浮
き
ほ
り
は
し
て
い
ま
す
。
学
〉

V
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‘
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孫
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い
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警
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っ
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え
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子

ど

も

会

活

動

-
P
T
A
の

児

童

健

全

育

成

活

動

に

後
か
ら
、
市
長
沼
か
篠
山
欄
耐
削
機
長
を
閲

ん
で
、
窓
見
的
決
換
を
叫
引
っ
て
い
た
常
事
校
内
総
没
後
狗
燃
し
て
、
体
力
的
吋
学
校
捻
綾
使
劇
的
可
申
時
間
借
習
い
に
叫
明
日
事
加
者
約
氏
名
を
確
砲
し
、
殺
気
隊

き
ま
す
@
増
強
を
は
か
ろ
う
と
す
る
芦
が
潟
ど
と
定
的
事
羽
倉
続
人
す
る
と
と
も
は
、
学
饗
然
険
比
加
入
し
て
下
さ
い
。

み

な

え

が

、

車

内

務

主

義
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え

て

い

ま

す
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繁

か

ら

の

寸

学

校

議

議

霊

懲

り

震

後

書

室

、

義

援

に

襲

ヒ
た
こ
と
令
発
世
慨
し
て
も
ら
い
、
す
ぐ
こ
の
声
を
反
映
す
る
た
め
に
、
こ
の
』
に
も
記
入
し
て
下
さ
い
。
結
岡
市
を
文
畿
で
総
皆
し
て
下
さ
い
。

に
爽
裁
で
怒
る
窓
兇
は
、
た
だ
も
に
取
夏
休
み
綴
獄
中
、
学
校
時
ブ
ー
ル
を
開
問
申
繍
綴
と
滋
見
容
に
は
‘
機
械
‘
薬
く
わ
し
〈
培
、
教
育
祭
災
脅
校
舎
教

入
れ
、
持
来
の
拘
恒
冊
子
市
令
部
品
づ
〈
る
絞
ナ
る
こ
と
が
決
り
ま
し
た
。
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叫
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で
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開
草
次
5
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齢
判
明
闘
は
も
反
抗
耽
さ
せ
よ
ザ
利
用
で
き
る
綴
体
と
浴
勧
誘
災
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名
以
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〆
的
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簿
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付
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し
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い
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。
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も
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け

君

主

義

埼

す
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時
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の
7
高
ま
で
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行
っ
て

F

4

7

月
目
白
j

る
た
め
に
す
政
務
総
合
い
を
炎

Z
V撃
を

認

め

る

品

V議創
刊

8
持
剖
臼

る
も
め
に
し
白
い
も
め
で
す
・
学
校
的
措
湿
潤
明
暗
唱
鮎
偽
記
支
障
が
な
刊
と
麟
科
(
後
胸
中
に
必
閣
官
h
u
消
曝
的
均

学
校
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中
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し
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E
持
。
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司
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き

柑
龍
馬
を
希
援
す
る
防
体
的
資
後
者
が
口
機
域
操
作
に
つ
い
て
、
取
扱
い
機
銃

1
2

学
校
へ
品
目
怒
、
教
認
す
る
mM
時
が
科
淑
者
は
、
学
校
的
指
導
を
受
け
て
下
普
い
。

V
使
用
制
付
金

で
怒
る
か
ど
う
か
械
的
叫
し
、
間
同
意
を
法
的
滋
剤
師
一
眼
怒
ぃ
、
勝
入
+
刀
法
は
、
社
中
〈
人

2
時
間
間
以
内

1
9
0河

め
て
下
さ
い
。
閉
内
総
が
博
ら
れ
た
時
は
金
教
官
同
課
で
機
嫌
を
受
け
て
下
ざ
い
q

小
人

9
1
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5
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g
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せ
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時
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時
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叫
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V
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務
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の
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潜
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ブ
油
を
ぬ
っ
て
ず
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心
配
い
る
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は
や
め
ま
し
ょ
う
。
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l
ん
で
水
中
メ
ガ
ネ
、
殺
ヒ
レ
は

え
附
加
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

枇
掠
ぎ
曲
酔
っ
た
ら
か
な
ら
ず
開
眠
、
そ
洗
い
、
…

同
日
う
が
い
を
し
て
、
シ
ャ
ワ
ー
や
よ
〈
体
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仙
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ま
し
ょ
ラ
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な
お
、
小
学
説
以
下
町
制
料
用
品
明
は
、
一
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i

か
な
ら
ず
父
号
車
し
誇
れ
ば
な
一
斜

り
ま
せ
ん
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輯
我
誠
子
市
叩
淡
線
問
皐
茎
務
災
被
幽
削
機
濁
酒
害
対
す
る
賞
じ
ゅ
っ
一
命
的
授
た
a

ら
量
級
に
お
い
て
処
理
主
主
主
干
市
闘
翼
線
療
保
険
税
車
問
的
認
を

策
条
約
符
者
機
止
す
る
条
例
的
総
滋
に
与
事
務
淡
H
V
哨

同

時

間

協

力

翁

的

災

密

機

泌

が

必

畿

と

総

め

た

場

合

じ

は

、
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の

M

陥
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燃
す
る
た
め
に
滋
拠
地
名
札
ま
し
た
。
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村
総
合
事
務
同
組
合
務
執
務
子
市
機
棄
物
処
滋
及
び
消
織
に
壌
を
さ
せ
る
と
と
が
で
き
る
.
会
な
改
定
点
は
、
政
課
娘
一
度
綴
炉
問

非
常
敬
語
時
間
関
脇
開
等
丹
公
務
上
的
災
が
処
割
唱
す
る
こ
と
に
な
り
、
中
市
町
議
問
演
す
る
糸
倒
的
…
泌
を
改
定
す
る
撒
例
こ
の
よ

3
に
宮
路
棄
物
内
賂
綴
及
び
万
m門
か
ら
げ
一
n
m門
に
、
低
所
持
品
制
検
地
市

容
に
対
す
る
柑
間
後
事
務
及
び
総
務
同
年
を
絡
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
，
の
総
ゆ
品
川
用
織
に
開
制
す
る
法
織
的
一
郎
改
正
し
、
に
対
す
る
出
開
設
鋭
的
減
綴
な
ど
で
す
。

以
ふ
的
非
常
勤
柑
同
時
間
関
奥
に
対
す
る
浪
人
口
の
急
増
に
持
っ
て
隣
棄
物
的
絞
殺
治
環
境
内
用
開
会
、
公
捜
部
間
金
向
肉
ぷ

柚
判
的
特
液
晶
志
向
支
払
判
事
務
や
消
防
夜
淘
剤
、
期
我
孫
子
市
鰍
段
、
心
身
簿
脊
翁
際
機
双
山
r
増
大
し
む
た
め
、
卒
業
}
悶
齢
制
に
件
つ
を
は
か
る
た
め
は
縫
案
き
れ
ま
し
た
a

田
盤
T

ム
事
納
災
契
約
の
締
絡
は
つ
い
て

の
常
持
品
和
に
附
附
す
る
品
開
僚
の
い
絡
を
一
改
五
て
生
ず
る
一
絵
師
特
築
物
公
附
酬
の
排
出
我
孫
子
市
立
我
録
手
織
2
小
学
校
殺

す

る

講
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機
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工

事
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警

子

市

立

殺

季

県
基
準
肉
筆
語
っ
て
、
間
務
総
土
地
、
義
的
市
有
者
に
対
し
、
議
一
部
を
総
論
説
す
る
金
制
問
の
震
第
3
小
学
校
誇
運
動
場
豪
語
、

何
時
総
叫
酬
を
拡
大
し
、
時
州
議
翁
…
摘
訟
の
す
べ
き
場
齢
別
及
び
方
法
会
綴
訴
す
る
ニ
助
方
税
法
的
一
脳
会
改
裂
寸
る
法
律
相
判
孫
子
市
立
湖
北
中
執
俊
樹
概
内
選
動
場

揃
哨
識
を
は
か
る
た
め
は
終
祭
き
れ
ま
し
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
事
業
者
に
肉
闘
が
公
布
施
行
怒
札
、
こ
れ
に
搾
い
税
漏
新
築
ヱ
事
。

昭和田年

第詮閉症例金

関かる

ニ
的
υ

俗
、
我
孫
子
市
労
相
キ
品
開
設
置
及

が
管
理
に
間
関
ず
る
挽
倒
的
一
部
を
改
泌

す
る
最
例
。
州
市
滋
路
輔
の
総
絞
ね
つ
い

て
な
ど
が
提
案
冬
れ
河
内
出
さ
れ
ま
し
た



保
険
料
を
鎮
め
ら
れ
な
い
方
は

保
険
料
免
除
の
申
簡
を
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T
6
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月
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臼
か
ら
児
殺
予
九
所

得
調
印
波
紋
が
淡
の
と

お
リ
ル
仏
ぷ
さ
れ
ま
し

老
人
扶
養
親
挨
が

あ
る
均
台
、
老
人
扶

受相明州統
1
人
に
つ
き
般
利
M
M
年
度
は

6

万
m
円
を
限
度
時
間
に
い
刷
縛
し
た
蛸
酬
と
し
ま

す
。
ま
た
障
害
者
役
時
聞
は
1
人
口
つ
き

間
万
円
(
特
別
障
害
者
時
万
的
門
〉
、
織
品

如
小
お
撚
昨
m
・
家
繍
控
脇
陣
a

勤
労
務
場
一
肌
切

除
も
そ
れ
ぞ
れ
1
人
に
つ
き
お
万
同
門
守

す匂

所得奴成綴

2宅 226，000阿

弘 486‘000p1 

2噌 146，000ド3

3，006令 000p1 

3，266，OOOf守

3，526，OOuP1 

3，786，OOOPl 

4，046.0001寄

れ 306.000内

に26万
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'* 
般
蝿
棄
物
繊
細
理
手
数
料
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

絞
削
減
液
純
物
処
理
手
数
料
が

7
n
l日
は
か
ら
衰
の
ど
お
り
改
波
怒
れ
ま
し
た

金綴

月主要lOOf号

" 300Pl 

" s時限
「ア百日

" 100阿
γ…… 
100円

200河

箸
い
官
品
が
や
っ
て
器
ま
し
た
e

夜
に
&
つ
で
も
涼
し
く
な
ら
ぬ
、
す

ご
し
に
く
い
童
館
で
寸
a

司
}
ん
な
時
は
夕
涼
み
が
て
ら
ホ
タ
ル

兇
物
は
い
か
が
で
し
ょ
‘
三

校
孫
子
齢
制
鳴
を
守
る
会
的
駒
田
さ
ん
が

4
率
的
関
か
ら
熱
心
に
育
て
て
く
れ
札
な
ホ

タ
ゐ
は
、
術
市
内
2
ヵ
所
で
今
平
も
詰
気

に
滋
び
ぶ
均
ま
し
た
司

ホ
タ
ル
協
は
級
制
川
山
川
内
事
判
M
υ
u
べ
り

3f'l 

6内

6円

要望2

ま
だ
ほ
と
ん
ど
後
金
銭
恰
て
い
ま

せ
ん
が
‘
官
問
齢
制
山
闘
の
よ
う
に
た
〈

さ
ん
飛
ぶ
内
も
も
う
す

f
マ
し
ょ

。ホ
タ
ル
町
一
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ザ
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叫
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。
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譲ります
間カ・スオーブン 淡ンングノレA之

yド 滋幼児いす(墜しき潟j

摂大事設ストープ(石雨F罫} 絞

小型苦冷滋遊撃 (110t) ※ダブル

ベッド 総〈みとり綴i舞金1扇

譲って下さい

※8ミザ執委事機 常一言可ま諸 国洗

濯機 磁波書ミオルメデン 終ピげノ

民主義父タイプライタ… 謀者護人蘇

自殺事 ※ベビーカー 泌ベど…

ベソド ※ペゼ」パキー

通信薮売と通信販路

応対する規槻j

i選f隊員電予告とは、 鄭{盟、後義者な

ど丹話芸f護手段により術品購入の

申込みを干子うもめ?す。

R草花業者i主、 i議総長託手宮内!A{号

を行うときは、そ門広告に、委長

ヲ主総務、"軽e略的苦!縫期間などの

販売条件全還を議するこ左じなっ

ています沿

ただし、請求によ勺草'jに全て

の淡需主務買闘を表示したカタロター

などを主義付する場令l設、これら

的後治再評項由一都合省時ずるこ

とができることになっています ! 
ので也注意して下さい。

カッパ音頭
レ3ード織料配布

「我孫子第史開問」

2号を頒布
乎災沼まつり袋行委員会て寸志、

カ yパ音鋭的苦手及告留るため、レ

コードを生菜料で百三布いたしますe

次的条{ゃに該当するft淡替は、

商工議へご漆絡下さい g

CD野外脅鳴を設営Lて葬をか与する自

治会、書官f品等町代幾草堂

長会81115日まで的納附で実協する

践提言合等

なり市内居住宅雪であること

官 82-1151内線233言語工総

砂期限 7月24日{註)i努天中止

験主義食事役所午約6時

手話サ…クルiこ
参却してみませんか

ボランティア格動{吟興味のある

方、手詩書内総後をしてみせんか

仲間司を著事務してい家す。

診霊草絡先 君 82-1808 綬会}

掛金制ぃ話題

安易 'jミキ~j主主筆ち λ (海北白 8--15-

9 )かん中ザーズホ ム{之カメラ

1台グヲ若手長提がふ2りましたe

惨鈴木俊太郎さん(1誘発問1220)

から綴1匹の苦手織が為りました雪

惨事主主嘉子九石芸員呉-I!ンターさんか

ら討会議後事裁へ157子門的寄付が

ありました。

ありがとうございましたe

1守れ l 吋棒栂談""'!1ìl~側議 9 ， OQ"括的
，)、 ; ûrG部告書貸出回 ~Tl民会fれ君!耳記事12 朗-'16 ， 30

~MD ''''~Il$11!…ヒー15

22金

事
一

2

26火|ごうでTZZ失公民間車12.00，，1ブ一一ア

27 *1 島
工ごに同二二平工一一一一-15，00 後
28木 22諮問;323詰2225e却 期

29金i 欝

3a:D土棚輔自巨ロ命的繍鐙書室川ト却 計¥

31口 W 械室番震公定藤本刊医務(内・ '1，)畠出ト11-1J..L 

す普段の研究誌r我E草子術史研究J

2母{年引IJiがflHfきれま L仏

総統希望者には申込み先制捕40

0総を頒布しますa

炉内容 特線(中1Jt 裕罵撃事選誇と

者1馬主主をめぐって)講演録〈守交

沼町自然，護委変と祭事土史研究)寄

稿 6橋、術史婚さんだより娘。

E古文書解説欝謹
昨年に縫いで主主火事詳解読議獲を

隠さま-"爵分内総で、古文章罫に

き疑者れた先人主義的12.i呑をf和、知り

i Lょう。

タEヨ蒔 7月23日から 8月21詰ま

での毎j譲二七収録、午後1時30分か

ら 4時三金

t>場所 中央公l~皇室

ゐilに立と160い
庭
明

(電話制

(4) 

結韓関就薗鑓顕饗繍肪金
併繍民主対象者 市内に級住L、6 時手続き 子主総鋭敏入通知機的雰

!l 1日現在、総主主幼稚lIDに 4長託児 し、又は壊後差正明言幸 i以紛iこ緩

急安ょが5歳児(2 i下保育-1年i奈 生していた市町村て会議行}安、子

符)をj母詩;き佼ている{呆議特。 告会きんのtH朝する幼務総ヘ緩1llL.

t>申E育方法 cc沼昌幸051年米'C'に て下きいa

本市!之校f主して布、た方拭申滅的必 砂申告書事韓民 7月23詰まで

要はおつません。③絡手話52年 1珂 炉問い合せ 敦子宮祭主要会学校教育

霊安 (82)1151 1号線 212
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務'Jく設備技術努
資格認霊童と鱗習会

草野 Iil:~，貴日 8f14fl 

した者⑮そのl!主

b申込方法 然襲霊長誓，緊主主食 .2手

玉率2禁(ライァラ絞} ・受験及て蒋

総務52年ヂ害義思行政告書で1::1式殺を

次のとおり行います。

b試験段階 8月28詩{日}午前

蜘剖72(23) 21船

社会夜明るくする灘動

フ舟守白~ア月31臼
空軍会科30自OfIl持参的上、 7月1袋詰 皇帝21臨調「社会を明る〈する運動J

から26筏ま吃?に F水i宣言字、へ申し込 が、 7月1日から 1カ月随行われ

んで子容も"下水i宣言軍) ますe

ちびっこかっばぷ議大会
惨f1時 8月15日 (月]午後1雲寺

験場所 事長ミブ…ル(中央公民E官

約)

砂災会主方法 持官、学年号'jで1年

3年生拭15m自由形、 4学生

一7661)ただし、午擦のみ受付、 内 6年生は25閥告患形と:qz封kl!'

(子荘重i緩さん綴} 惨申込 8丹68までに市役所高

i 工設問的問抗

議嘉子繕道連盟審議震|制ブール向いずれか叫んで

r;ろい②
E砂金調書 7丹308'-7丹31自 午

隣9時一午後4時

参修会主義 中央公民総

(j割:r:課)

護休み学祭クラブ

打合せ会の変緩〈我手制司干有望号道遠綴)
、、‘~一一ー-・-・・ーーーー"ーー〈 7的問ぞ州らせし£した

溜北歯儲盤で1¥ザ…〉夏休み時門前刊につし
て、湖;t治どん〈ーりクラブでは、

砂録時 7月24日、 10時-12時 場後金次的とおり習を襲をいたします。

惨場所説g~t白書長育奴 砂織f1月16日午議2時

併出品物 衣料品、アク住サリ 4 砂金義務 草書記官i3 どん fワ

チ主義給、野菜、鉄食物、その他 ク予ブ内

{湖北台係資問題父母丹会}

くマ fjの納税〉

骨閤定資産税

第 2鰯

納税は

(!，鵡;t台学主主クラブ} 防止

人犠擁護欄鱗

行政糖諮

7月25日(汚)

10 : 00~15 : 00 

商工会館

室長点El擦は f気込t退役会iこおける

符少年非行総止 j です。犯若手のな

いf士会をつ〈るために誌、まず明

るいよい家差是ヴ〈りが大切です。

また不犠口して犯罪や非行1:隙

勺た人rft i之介fしては妓かい音量的
手をき L的ぺ、その玄ち絞りをj))

けてあげ求しょう。(法務省}

、畿ですググ

誌をつけ談しよう
告書家的交遇策紋E市北型車翼連

7!l![l-8月20日

怪童重点醤綴

①こどもの交逸事主主主主止@:二翰車

町交激高野1&防止③語審浜滋絡におけ

る交滋療機主華街

@]霊的喜寿;re運動

7月l詰-8丹31詩

l"]重点目様

の後人盗及u'議事1埼滅的弱まゆf主事E

Z撃の被害妨1i:Qむ暴力・途惑行為的
PJj止②d?年総1Tの防止⑥本総務主主

テレホンサービス
従話をかけるニと記よ '1、

おの義務絡がわかηますe

王子印象 1;謹I対的業務、悶2誼・

休日じは、 摂a琶.f;本盟主語告書医
がわかります。 (24表奉納可能}
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